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使用済燃料再処理・廃炉推進機構 

理 事 長  佐 藤 敏 秀 
 
 

六ヶ所再処理施設・ＭＯＸ燃料加工施設のしゅん工目標の変更について 

 

 
当機構は、本日、日本原燃株式会社より、六ヶ所再処理施設・ＭＯＸ燃料加工

施設について、今後の審査、工事及び検査を勘案すると、再処理施設のしゅん工

目標を 2026 年度中、ＭＯＸ燃料加工施設のしゅん工目標を 2027 年度中と設定

した、との報告を受けました。 

 

当機構の事業運営にとって、六ヶ所再処理施設・ＭＯＸ燃料加工施設の安全性

向上及び確実なしゅん工とその後の安全・安定操業の実現は不可欠です。 

当機構としては、日本原燃株式会社に対し、今後とも安全を最優先として、地

域の皆さまのご理解を得つつ、新たなしゅん工目標の実現に向けて、オールジャ

パン体制で今後の設工認審査、工事及び検査に、計画的かつ着実に取組むよう促

してまいります。 

また、当機構としては、引き続き、同社による品質保証活動や安定操業に関す

る取組み等を含む事業遂行の状況を適宜確認してまいります。 

 

以 上 


